
◯青井地区全体の道路・公園整備の考え方
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青井阿蘇神社周辺では観光の拠点と
して、来訪者が訪れたくなる回遊性
の向上や利活用を促します。また、
その周辺エリアは地元の生活空間で
もあるため、日常的な快適性の向上
を目指します。国道445号では通りの
一貫性を持った基盤整備を行います。

◯青井阿蘇神社周辺の考え方

下林柳瀬線

隣接する公民館と
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となる

公園の整備

エリアの価値を向上させる
にぎわい施設の導入

歩行者優先の
ウォーカブルな
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参道の整備
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宝来町交差点まで
国道445号の

一貫性のある基盤整備

北側からの動線を活かす
水路や石畳舗装の整備

上青井交差点からの
視線と空間の連続性

かつての蓮池を
活かした水景

石畳と連携する
車道舗装

電線地中化の
景観配慮

②来訪者が歴史や暮らしの蓄積を感じ“よりまちを知りたくなる”まちづくり

◯まちづくりの3つの理念

①地元住民が愛し誇りを持つ“歴史・文化を際立たせる”まちづくり

③住民・来訪者が“共存し接点が生まれる”まちづくり

ポケットパークの
改善

デザイン監修案について（青井阿蘇神社＋球磨川）

参道軸の車道舗装は
変化をつける

宝来町
交差点

上青井
交差点

下青井
交差点

宝来町交差点から国道445号への
通過交通の流入を抑制する
歩道空間を含めた高質化

車両交通の主動線

至くまりば

青井阿蘇神社を尊重（石畳舗装など）

国道445号の一貫性を重視（沿道とも一体化）

回遊動線として歩行者優先を明示（景観舗装）

公園など利活用や憩いを提供（芝生など）

（目地入り半たわみ性舗装など）
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